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ぱれ っ とひろ しま はじめにはじめに

はじめに家庭環境の多様化・地域社会の変化
「「「「家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育」」」」がががが困難困難困難困難なななな社会社会社会社会★広島県教育委員会広島県教育委員会広島県教育委員会広島県教育委員会でででではははは，，，，「「「「家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育支援支援支援支援」」」」ののののツールツールツールツールとしてとしてとしてとして「「「「親親親親のののの力力力力」」」」をまなびあうをまなびあうをまなびあうをまなびあう学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（通称通称通称通称「「「「親親親親プロプロプロプロ」）」）」）」） をををを開発開発開発開発・・・・普及普及普及普及

研究のねらい
●「親プロ」発展・普及の鍵を握

る「親プロ」ファシリテーター

の果たす役割を中心に，取組の

現状を整理する。

● 「親プロ」を持続可能な取組と

していくための方策と今後の展

望を考察する。

主な発表内容
４持続可能な取組のためのシステム

づくりに向けて

５ 展望（10年後の目指される姿）

３「親プロ」ファシリテーターの

概要

１家庭教育支援の動き

２「親プロ」の概要と事業経過
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家庭教育支援の動き家庭教育支援の動き



家庭教育支援の動き①
「親学習プログラム」が注目

先行的に主に欧米を中心に

開発・実施

日本向けにアレンジされて導入NobodyNobodyNobodyNobody‘s Perfects Perfects Perfects Perfectプログラムプログラムプログラムプログラム（（（（完璧完璧完璧完璧なななな親親親親なんていないなんていないなんていないなんていない））））【【【【カナダカナダカナダカナダ】】】】【例】Positive Parenting ProgramPositive Parenting ProgramPositive Parenting ProgramPositive Parenting Program（（（（トリプルトリプルトリプルトリプルＰ）Ｐ）Ｐ）Ｐ）【【【【オーストラリアオーストラリアオーストラリアオーストラリア】】】】
親親親親のののの親親親親としてのとしてのとしてのとしての““““育育育育ちちちち””””をををを支援支援支援支援するするするする 家庭教育支援の動き②

自治体による

「親学習プログラム」の開発【例】 栃木県栃木県栃木県栃木県：：：：親親親親学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラム富山県富山県富山県富山県：：：：親親親親をををを学学学学びびびび伝伝伝伝えるえるえるえる学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラム山梨県山梨県山梨県山梨県：やまなしやまなしやまなしやまなし「「「「親親親親」」」」学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラム滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県：：：：語語語語りりりり合合合合いをいをいをいを通通通通したしたしたした親育親育親育親育ちちちち大阪府大阪府大阪府大阪府：：：：『『『『親親親親』』』』をまなぶをまなぶをまなぶをまなぶ、、、、『『『『親親親親』』』』をつたえるをつたえるをつたえるをつたえる兵庫兵庫兵庫兵庫県県県県：：：：ひょうごひょうごひょうごひょうご親親親親学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラム「ゆっくりゆったり親育ち」島根島根島根島根県県県県：：：：親親親親学学学学プログラムプログラムプログラムプログラム和歌山和歌山和歌山和歌山県県県県：：：：本音本音本音本音ででででトークトークトークトーク！！！！
２２

「親プロ」の「親プロ」の

概要と事業経過概要と事業経過

（1）平成18～19年度の取組●文部科学省委託事業「家庭教育支援総合推進事業 」
●「親の教育力を高めるプログラム開発検討委員会」の設置【検討委員】学識経験者，行政関係者，社会教育関係者,ＰＴＡ関係者 など● 「親の力」をまなびあう

学習プログラムの開発

このこのこのこのプログラムプログラムプログラムプログラムでいうでいうでいうでいう「「「「親親親親のののの力力力力」」」」とはとはとはとは・・・・・・・・・・・・２２２２つのつのつのつの子育子育子育子育てててて力力力力がががが一体一体一体一体となったとなったとなったとなった力力力力子子子子どもにどもにどもにどもに対対対対してしてしてして第一義的責任第一義的責任第一義的責任第一義的責任をををを果果果果たすたすたすたす力力力力子育子育子育子育てててて力力力力ⅠⅠⅠⅠ 社会社会社会社会のののの一員一員一員一員としてとしてとしてとして子子子子どもをどもをどもをどもを育成育成育成育成するするするする力力力力子育子育子育子育てててて力力力力ⅡⅡⅡⅡ
人を育てようとする人なら誰もが持っているであろう“親心”から発せられる力＝

「「「「親親親親のののの力力力力」」」」をまなびあうをまなびあうをまなびあうをまなびあう学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラムのののの開発開発開発開発 子育て段階に応じたプログラム●身近なエピソードをもとにした内容【対象】 ●ワークシート（教材）●学習のすすめ方
「「「「親親親親のののの力力力力」」」」をまなびあうをまなびあうをまなびあうをまなびあう学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラムのののの開発開発開発開発中学・高校生などの青少年，まもなく親になる人０歳児～小学校３年生の親小学校４～６年生・中学・高校生の親中高年などの子育て支援者



講演講演講演講演をををを聴聴聴聴くなどのくなどのくなどのくなどの従来従来従来従来のののの「「「「講義型講義型講義型講義型」」」」のののの学習方法学習方法学習方法学習方法 参加者参加者参加者参加者がががが
“学学学学びのびのびのびの主体主体主体主体”となるとなるとなるとなる「「「「参加型参加型参加型参加型」」」」のののの学習方法学習方法学習方法学習方法

簡単なゲームを通じてリラックスした雰囲気に。 思いや意見をグループで出し合い，考えを広げます。 話し合いをふりかえり，「気づき」が生まれます。
うちとけるうちとけるうちとけるうちとける 話話話話しししし合合合合うううう 気気気気づづづづくくくく子育子育子育子育てをてをてをてを振振振振りりりり返返返返りりりり学学学学びあうびあうびあうびあう中中中中でででで，，，，親親親親がががが「「「「自自自自らららら気気気気づきづきづきづき」「」「」「」「自自自自らららら学学学学べるべるべるべる」」」」力力力力をををを！！！！★このプログラムに「正解」はありません。
寄って，話して，自ら気づく 「参加型」「「「「親親親親のののの力力力力」」」」をまなびあうをまなびあうをまなびあうをまなびあう学習学習学習学習プログラムプログラムプログラムプログラムのののの開発開発開発開発 （２）平成20～22年度の取組●単県事業「家庭教育応援プロジェクト事業」・（出前）講座の実施・・・・幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園，，，，保育所保育所保育所保育所，，，，小学校小学校小学校小学校，，，，中学校中学校中学校中学校のののの保護者懇談会保護者懇談会保護者懇談会保護者懇談会・・・・ＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡ研修会研修会研修会研修会・・・・子育子育子育子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンター，，，，公民館公民館公民館公民館のののの家庭教育講座家庭教育講座家庭教育講座家庭教育講座・・・・子育子育子育子育ててててサークルサークルサークルサークル・・・・サロンサロンサロンサロン などなどなどなど・ファシリテーター養成講座の開催・市町単位のファシリテーター交流会の開催 など 養成講座（修了証渡し）出前講座（保育園）

事業の経過（平成20～22年度）●講座数の目標値●実績
講座参加者の声子育子育子育子育てててて等等等等にににに関関関関するするするする不安不安不安不安やややや悩悩悩悩みのみのみのみの変化変化変化変化
⇒ ７割を超える参加者が子育ての不安が軽くなったと感じている。（平成20～22年度講座実施後のアンケート結果から）

10.6%
63.3%0.4%22.9%2.8%大いに軽減 軽減 増えた 大いに増えた 変化なし自分自分自分自分のののの子育子育子育子育てをてをてをてを客観的客観的客観的客観的にににに見見見見つめつめつめつめることができまることができまることができまることができましたしたしたした。。。。悩悩悩悩んでいるのはんでいるのはんでいるのはんでいるのは私私私私だけではないだけではないだけではないだけではないのだとのだとのだとのだと気気気気もちがもちがもちがもちが楽楽楽楽になりましたになりましたになりましたになりました。。。。

元気元気元気元気をもらいをもらいをもらいをもらいましたましたましたました。。。。明日明日明日明日からまたがんからまたがんからまたがんからまたがんばりますばりますばりますばります。。。。自分自分自分自分にないとにないとにないとにないところをころをころをころを気気気気づかづかづかづかせてもらえてせてもらえてせてもらえてせてもらえてよかったですよかったですよかったですよかったです
（３）平成23～25年度の取組●単県事業「家庭教育支援事業」・ファシリテーター「ステップアップ」研修・市町が主催するファシリテーター養成講座への支援・新たな「場」の開拓・現代的課題に対応した新規開発教材の開発（携帯電話，父親の子育て，ワークライフバランスなど）

ステップアップ研修市町市町市町市町におけるにおけるにおけるにおける取組取組取組取組へのへのへのへの““““支援支援支援支援””””ににににシフトシフトシフトシフト
小学校の入学説明会で（新たな場の開拓）

事業の経過（平成23～25年度）●参加者数の目標値●実績
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「親プロ」「親プロ」

ファシリテーターファシリテーター

の概要の概要
36122 1317 2731 44

0 10 20 30 40 50その他学校職員ＰＴＡ役員社会教育委員子育てサークル・サロン放課後子ども教室・児童クラブ職員公民館等職員保育士，幼稚園教諭市町教育委員会職員
人

（1）ファシリテーターの属性●●●●「「「「親親親親プロプロプロプロ」」」」ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーター養成講座修了者養成講座修了者養成講座修了者養成講座修了者のののの職種職種職種職種等等等等その他NPONPONPONPO等等等等のののの子育子育子育子育てててて支援団体職員支援団体職員支援団体職員支援団体職員，，，，児童児童児童児童・・・・民生委員民生委員民生委員民生委員，，，，主任児童委員主任児童委員主任児童委員主任児童委員，，，，母子保健推進員母子保健推進員母子保健推進員母子保健推進員，，，，学校関係者学校関係者学校関係者学校関係者OBOBOBOB，，，，警察職員警察職員警察職員警察職員，，，，将来教員将来教員将来教員将来教員やややや保育士等保育士等保育士等保育士等をめざすをめざすをめざすをめざす大学生大学生大学生大学生，，，，主婦主婦主婦主婦 等等等等さらに地域の多様な人材を巻き込みながら，地域に根付いた「地域の住民力」を活かした活動へ【参考】平成22年度「第１回学習プログラム検討委員会」会議資料
●ファシリテーターとは？
●「（親プロ）学習のすすめ方」の視点
（２）ファシリテーターの果たす役割
①学習者の「自ら気づきまなぶ力」を引き出しましょう②語り上手ではなく，聞き上手になりましょう③力の均衡（パワーバランス）を大切にしましょう④コーディネーターでもあります⑤深刻な問題は関係機関を紹介しましょう⑥いろいろな人の存在を意識しましょう。
人々の活動が容易にできるように支援し，うまくことが運ぶように舵取りをする役割を持つ人ファシリテーション（ Facilitation） FaciliFaciliFaciliFaciliはラテンラテンラテンラテン語語語語でeasyeasyeasyeasyを意味する「ことを容易にする，楽にする，促進する」という英語の原意 ●草の根活動を広げ

●地域の教育力を高める

●地域の「キーパーソン」として
「親プロ」ファシリテーターへの期待①

（重要な人）「親プロ」ファシリテーター
≒専門家（スペシャリスト）地域で温かく子育て家庭を見守る「おとな」（近所のおじさん・おばさん）たちの応援地域全体の教育力向上へ

小学校の地域公開参観・教育講演会で

●多様な「親の力」を結び付ける● 「コーディネーター」として「親プロ」ファシリテーターへの期待②
地域の中に，お互いに信頼し合えるネットワーク（仲間づくり）を形成親自身親自身親自身親自身がががが一歩踏一歩踏一歩踏一歩踏みみみみ出出出出すすすす「「「「勇気勇気勇気勇気」」」」支える体制（仕組み） 孤立化孤立化孤立化孤立化したしたしたした家庭家庭家庭家庭をををを開開開開きききき，，，，地域地域地域地域とのつながりとのつながりとのつながりとのつながりをををを作作作作るるるる

人人人人からからからから元気元気元気元気をもらをもらをもらをもらったりったりったりったり，，，，人人人人にににに元気元気元気元気をあげたりをあげたりをあげたりをあげたり，，，，支支支支ええええあってあってあってあって育育育育ちあうこちあうこちあうこちあうことがとがとがとが大人大人大人大人になってになってになってになってもももも大切大切大切大切。。。。（（（（ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーターのののの声声声声））））
「親プロ」ファシリテーターへの期待③
●心に寄添い，共感をもって励ます
● 「メンター」として「支援する側の考えは一様ではありません。『親のわがままではないのか』『もっと母親がしっかりすればいいのに』という思いを持つ人も少なからずいます。出口のみえないトンネルをさまよう心境の母親に寄添って，ともに歩くような支援を」聖泉女学園大学大学院 大日向雅美教授子育てサポートステーションで子育てを支援する人からのプレッシャー 答答答答えをえをえをえを求求求求めるのでめるのでめるのでめるのではなくはなくはなくはなく，，，，親親親親のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを楽楽楽楽にできるにできるにできるにできる架架架架けけけけ橋橋橋橋のののの役割役割役割役割ができができができができればればればれば。。。。（（（（ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーターのののの声声声声））））
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持続可能な取組持続可能な取組

のためのシステムのためのシステム

づくりに向けてづくりに向けて

（１）地方自治体と行政職員の果たす役割地域の実情に応じた具体的な家庭教育支援の取組を各自治体が，それぞれの家庭教育支援に係る施策や教育計画のもと，責任をもって進めていくことが重要。
中学校の地区懇談会で

●市町の役割●住民の最も身近な行政機関として●家庭や地域の具体的なニーズを的確に反映●それに応じた家庭教育支援を日常的に実施●地域の様々な関係者・機関との取組をコーディネートする中心的な役割を担う【具体例】・「親プロ」講座の企画・実施・「親プロ」ファシリテーターの養成・人材養成に必要な地域人材の発掘と活動のコーディネート（地域の多様な力の結集）・地域の様々な関係者・機関との連携・調整・ファシリテーターの組織化と運営のサポート・調整や合意形成を図る場としての協議会や委員会等の組織化・運営等
●県の役割●広域的な観点から●地域の家庭教育支援の取組を活性化するための仕組を整備【具体例】・現代的課題に対応したプログラムの開発や改善・新たな「場」の開拓，新たな手法の開発・取組事例の収集・検証→モデル的取組の普及啓発・市町におけるファシリテーター養成への支援・養成したファシリテーターの資質向上と県域のネットワークの構築促進・その他，広域的な関係者のネットワーク構築促進・市町や地域の様々な主体に対する情報提供，助言，その他必要な支援

（（（（２２２２））））ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーターののののネットワークネットワークネットワークネットワークファシリテーターの悩みや疑問を乗り越えるための知恵や力同じ仲間同士の学びあいと交流「親プロ」活動の継続・充実●ファシリテーター自身の学びと交流によるスキルアップ●仲間との信頼関係づくり が不可欠
●市町域でのネットワーク●親プロ「講座」の打合せ（役割分担など）●ファシリテーター仲間の情報交流●市町主催によるファシリテーターの「研修会」や「交流会」の開催●ファシリテーターグループの結成・定例会の開催・「親プロ」講座の主催・広報宣伝などの積極的・主体的な活動 など



先進事例①
尾道市尾道市尾道市尾道市「「「「すまいるぱれっとすまいるぱれっとすまいるぱれっとすまいるぱれっと」」」」●活動の経緯・平成19～22年度 ６名が「親プロ」ファシリテーター養成講座修了・ 平成20年度～ 尾道市の家庭教育講座等でファシリテーターを務める・ 平成22年9月 ファシリテーターグループ結成・ 平成23年4月 グループ名を尾道市家庭教育応援プロジェクトチーム「「「「すまいるすまいるすまいるすまいる ぱれっとぱれっとぱれっとぱれっと」」」」 と命名し活動中。●活動内容・定期的な会議の開催・オリジナルワークシート（尾道プログラム）の作成・講座の展開案や役割分担についての打ち合わせ・広報用リーフレットの作成，広報活動・独自研修会「スキルアップ講座」など 定例会「親プロ」講座（中学校）

先進事例②
世羅町世羅町世羅町世羅町「「「「Pくらぶせらくらぶせらくらぶせらくらぶせら」」」」●活動の経緯・平成22年度 町主催によるファシリテーター養成講座開催・平成22年度 県主催による養成講座修了者とともに（14名）ファシリテーターグループ「Ｐクラブ せら」を結成→Ｐとは… ペアレント，プログラム，パワー●活動内容・講座前の打合せ会議及び講座後の反省会の実施・チームでの「親プロ」講座の進行・「親プロ」講座主催「おとうさんの子育てトーク！」（後援：町教委）など打合せ会議 中学校での講座 主催講座（おとうさんの子育てトーク）

●県域でのネットワーク県主催ファシリテーターステップアップ研修での出会い・情報交流
緩やかなネットワークの広がり●互いの活動を見学・支援 など市町域を超えた県域の●県内の先進地域のファシリテーターの集まりに他市町のファシリテーターが合流市域を超えたファシリテーター同士の直接的な交流

「学びあい」と「支えあい」「メイン」ファシリテーター「サブ」ファシリテーターの役割分担広島県版「親プロ」の特長
一人では困難でも，

仲間とならやれる若い「親」たちにとって人と人との信頼関係づくりのロールモデル「私もこうありたい」「こんな仲間を作りたい」「得意なこと」を持ち寄って【モデルケース】安芸郡府中町の事例「子育て支援センター」等の職員（「親プロ」ファシリテーター）が，講座中の「託児」を担当
５５

展展 望望

１０年後の１０年後の

目指される姿として目指される姿として

（１）「支援される側」から「支援する側」へ子育て支援の“受身”としての「親」
子育てを“支援”する次世代の「力」●親が自ら“主体的に課題解決”をしていくことできる学びの機会の確保●“学びと支援が好循環する”仕組みの構築



“してあげる”支援親が親自身の力で育っていくための“力を引きだす”支援【モデルケース】東広島市の事例小学校内に併設されている公民館施設の社会教育指導員が，「支援者」となり，“参加者”だった 保護者の有志グループが「親プロ」ファシリテーター活動を開始
「してあげる支援」から「力を引き出す支援」へ

東広島市三ツ城コミュニティハウス（「親プロ」ファシリテーター）学びと支援の好循環
次世代の支援者へ“知恵”をつなぐファシリテーターの養成を“先輩”ファシリテーターが

「支援」

ファシリテーター養成講座（呉市） 実践から生み出されたファシリテーターの“知恵”を次世代の支援者へつなぐ
いろいろないろいろないろいろないろいろな人人人人とのとのとのとの出会出会出会出会いがありいがありいがありいがあり，，，，気気気気づきやづきやづきやづきや励励励励ましもましもましもましも与与与与えられましたえられましたえられましたえられました。。。。（（（（養成講座修了者養成講座修了者養成講座修了者養成講座修了者））））○○○○○○○○さんをさんをさんをさんを目指目指目指目指ししししてがんばりますてがんばりますてがんばりますてがんばります！！！！（（（（養成講座修了者養成講座修了者養成講座修了者養成講座修了者））））

（２）「親プロ」の限界を越えて「親プロ」ファシリテーターの声届けたい人に，届けられない本当に困っている親は学びの場に出てこない「学習機会の提供」を基本とする「親プロ」の活動「本当に困難な家庭には届かない」という “限界”

つながりにくい家庭に支援をつなげる「広く全国の市町村で専門家がチームを構成して支援するなど，身近な地域におけるきめ細かな家庭教育支援の取組が実施されるよう促す」教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画（（（（平成平成平成平成20年年年年7月閣議決定月閣議決定月閣議決定月閣議決定））））「家庭教育を行うことが困難になっている孤立しがちな家庭や親へ支援を届ける取組（アウトリーチ）を推進していくことが課題です」「（支援のネットワークを広げる）家庭教育の支援の取組を，学校や地域における，NPO 等による様々な教育支援活動の取組と連携しながら進めていくとともに，教育分野の取組と保健福祉分野の取組の連携・協力を図る仕組みづくりが重要です。」「「「「家庭教育支援家庭教育支援家庭教育支援家庭教育支援のののの推進推進推進推進にににに関関関関するするするする検討委員会報告書検討委員会報告書検討委員会報告書検討委員会報告書『『『『つながりがつながりがつながりがつながりが創創創創るるるる豊豊豊豊かなかなかなかな家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育』』』』」（」（」（」（平成平成平成平成24年年年年３３３３月月月月））））
広島県内の事例●向東地区家庭教育支援チーム「親ぢから」（尾道市）地域の様々な関係機関と連携力しながら，家庭教育に関する情報提供や，家庭教育講座の企画運営等を行う。●県教育委員会「学力向上総合対策事業」家庭教育支援家庭教育支援家庭教育支援家庭教育支援アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザーのののの配置配置配置配置家庭の学習環境に課題のある児童生徒の学力向上を図るため，保護者に直接あるいは関係機関を通じて働きかけを行う。

ネットワークネットワークネットワークネットワーク型行政型行政型行政型行政のののの推進推進推進推進「今後，社会教育行政は，地域住民同士が学びあい，教えあう相互学習等が活発に行われるよう環境を醸成する役割を一層果たしていくことが必要（中略）このため，今こそ，従来の『自前主義』から脱却し，社会教育施設間の連携の強化のみならず，首長部局・大学等・民間団体等と連携して，地域住民も一体となって協働して，『ひらく・つながる・むすぶ』といった機能を様々な領域で発揮する，『社会教育行政の再構築』（ネットワーク型行政の推進）を実施していくことが必要」「「「「第第第第６６６６期中央教育審議会生涯学習分科会期中央教育審議会生涯学習分科会期中央教育審議会生涯学習分科会期中央教育審議会生涯学習分科会におけるにおけるにおけるにおける議論議論議論議論のののの整理整理整理整理」」」」（（（（平成平成平成平成25年年年年1月月月月））））
他主体との連携・協働が「鍵」



様様様様々々々々なななな主体主体主体主体とのとのとのとの連携連携連携連携・・・・協働●「親プロ」の“限界”と“ポジショニング”を明らかにする（全てを抱え込まない）
縦軸縦軸縦軸縦軸（（（（誕生誕生誕生誕生からからからから自立自立自立自立までのまでのまでのまでの全全全全てのてのてのての発達段階発達段階発達段階発達段階においてにおいてにおいてにおいて））））横軸横軸横軸横軸（（（（多様化多様化多様化多様化するすべてのするすべてのするすべてのするすべての子育子育子育子育てててて家庭家庭家庭家庭においてにおいてにおいてにおいて））））

切切切切れれれれ目目目目のないのないのないのない支援支援支援支援へへへへ

（（（（３３３３））））持続可能な社会の実現に向けて●ファシリテーターのネットワークグループが●様々な主体とつながりながら●地域の家庭教育支援を担うNPO団体等として自立・成長●住民と行政との協働による●「親プロ」を核とした新しい家庭教育支援の仕組みの構築「「「「安心安心安心安心してしてしてして産産産産みみみみ喜喜喜喜びをびをびをびを感感感感じながらじながらじながらじながら育育育育てられるてられるてられるてられる社会社会社会社会」」」」＝＝＝＝「「「「次世代次世代次世代次世代をををを育成育成育成育成するするするする持続可能持続可能持続可能持続可能なななな社会社会社会社会」」」」をををを実現実現実現実現
「親プロ」の枠組みを超えて（社会関係資本）
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